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序論 海岸保全基本計画策定にあたって 
 
１．燧灘沿岸の概要 
 

燧灘沿岸は、愛媛県高縄半島先端の錨掛ノ鼻から香川県荘内

半島先端の三崎に至る瀬戸内海に面した沿岸で、四国の陸地部

としまなみ海道が渡る島しょ部に大きく区分される。多島美を

誇る沿岸西部の島しょ部周辺と風光明媚な海岸線が残される

沿岸東部の荘内半島周辺は、それぞれ瀬戸内海国立公園の指定

を受けている。 
 
瀬戸内海に面する当沿岸の陸地部では、海岸が遠浅であるた

めに江戸時代以降何回かにわたって干拓が進められ、その後、

近世において工業地帯が形成されている。 
一方、今治市の桜井海岸や志島ヶ原海岸、観音寺市の有明海

岸など、「日本の渚 100選」や「日本の白砂青松 100選」に選
ばれる美しい砂浜海岸も多く、カブトガニ繁殖地や加茂川河口

西干潟、有明浜の砂丘植生など豊かな自然も多く残されている。

また、こうした砂浜海岸を中心に、海水浴などのレクリエーシ

ョン活動も盛んな地域である。 
 
変化に富んだ多島海特有の美しい景観を有している島しょ

部は、タイやヒラメなど高級魚の産地となっているなど漁業が

盛んな地域であるとともに、歴史的な海上交通の要所であるこ

とから、村上水軍に関わる歴史的文化財が多く残されている。

また、近年開通した「しまなみ海道」により交通環境は飛躍的

に向上しており、この整備効果と豊かな自然を活かした観光振

興が進められている。 
 
台風等による被害は比較的少ないものの、高潮偏差が大きい

ため、高潮による浸水被害の危険性は高い。 
また、沿岸一帯の地層は沖積層が大半を占めるため、地震時

における液状化の発生が予想されるが､津波による浸水の危険

性は少ない。 
 
このように、燧灘沿岸は豊かな自然と文化が残され、産業・

レクリエーションが活発な地域であるが、高潮による浸水被害

の危険性が高い地域も多い。このため、貴重な自然環境の保全

と利用に十分配慮し、防災対策の強化が必要な地域である。 
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